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ご報告 「夏休み子ども理科実験・工作教室」を開催しました！！

ご報告 「新今宮ワンダーランド」スタディツアーを開催しました！！

8月29日(火)、萩之茶屋地域周辺まちづくり合同会社の協力のもと、新今宮駅周辺で標記の
スタディツアーが開催されました。本来の終了時間が12時の予定でしたが、多くの情報と興
味深い話題により、13時まで延長となりました。学生10名、職員2名が参加し、新今宮の深
い魅力を体感しました。

新今宮の外国人支援の歴史や中山太陽堂跡、西成労働福祉センター、あいりんシェルター、
太子、山王、新世界などを訪れました。通天閣での解散時には、その歴史や魅力についての
詳しい解説もありました。

このツアーでは、地域を知り尽くしたガイドをつとめる、ありむら潜さんが案内役となり
ました。新今宮に50年以上住み、西成労働福祉センターに長年お勤めになり、この街を題材
にしたマンガを描いておられ、まちづくりにも関わっておられます。ありむらさんの生の声
と豊富な資料で、新今宮の過去、現在を体感し、未来を垣間見ることができました。特に、
インターネットだけでは知ることができない地域の秘密や魅力を、実際に歩きながら学ぶこ
とができるのは貴重な経験でした。

このようなツアーを今後も継続的に企画・開催していきますので、興味を持たれた方はぜ
ひ次回の参加をお待ちしています。

8月8日(火)、9日(水)に瀬田キャンパスで「夏休み子ども理科実験・工作教室」を開
催しました。

本講座は、小学生を対象に“科学のおもしろさ”や“ものづくりの楽しさ”を知っても
らうこと、龍谷大学先端理工学部を身近に感じてもらうことを目的とし、龍谷エクス
テンションセンターと先端理工学部が大津商工会議所（共催）、大津市（後援）と連
携して開催しています。

先端理工学部の教員と学生が講師を務め、今年度は全11講座を開講しました。過去
に人気だった自由参加の実験コーナーも開設し、キャンパスの至る所で小学生が実験
や工作を楽しむ様子が伺えました。

今年度は、昨年度の参加者数を上回り、2日間で約200名の方に参加いただきました。
参加者には特典として、STEAMコモンズで作製した記念品（龍大ロゴ入りバッグ）を
プレゼントしました。

参加した小学生からは「実験や工作が苦手だったが分かりやすかったので楽しめ
た」、「ゴミを役立つものに変える実験をやってみたい」、「ロボット製作やプログ
ラミングがしたい」などイベントを楽しめたという感想から今後の学習意欲につな
がったという様々な感想がありました。保護者からは「普段体験できないことができ、
子どもにとって本当にいい経験になった」、「子どもの大学への憧れも生まれてきて
おり、良いきっかけになっている」などのご意見をいただきました。

今後も、本講座を通して将来を担う人材の育成に努めると共に、子どもたちが龍谷
大学での学びをイメージ、体感できるイベントを企画してまいります。

当日の様子は、以下の地元メディアにて放映されました。
■ ZTVコミュニティチャンネル（おうみ！かわら版 滋賀放送局）

https://www.ztv.co.jp/z_town/oumi3/91110
■ 龍谷大学News「夏休み子ども理科実験・工作教室を開催」

https://www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-13225.html

https://www.ryukoku.ac.jp/nc/archives/001/202308/large-040799113e973542b03fcf5c6943ad0135fa2f6b639036c3ad9f17ef286b4a27.jpg
https://www.ryukoku.ac.jp/nc/archives/001/202308/large-cab54dd052850027884a19690f633acdb4d612cd834a087427dfc043a50866f8.png
https://www.ztv.co.jp/z_town/oumi3/91110
https://www.ryukoku.ac.jp/nc/news/entry-13225.html


お知らせ 10月のRECの活動
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ご報告 龍谷大学生が(株)ワン・ワールドと京都市青少年科学センターで発売
されるTシャツを製作しました！！

このプロジェクトは、地域創生やマーケティング、ものづくりに
興味・関心を持つ学生の実践的な活動機会を創出するとともに、商
品をきっかけとし、京都市青少年科学センターへ来館されるお客様
に同施設への理解を深めていただくことを目的にしたものです。

産学公連携・地域連携等を推進するRyukoku Extension Center
（REC）が学部や学年を問わず、本プロジェクトに賛同する学生を募
集した結果、５名の学生が商品開発に関わることになりました。

オリジナルTシャツのデザインは、青少年科学センターに来館する
子供たちと恐竜との交流がイメージされており、夏休みの来館シー
ズンに合わせ、販売されています。

ご報告 大学見本市2023～イノベーション・ジャパンに出展しました！！

この8月24日(木)、25日(金)に東京ビッグサイトで開催された「大学見本市2023～イノ
ベーション・ジャパン」に出展しました。本イベントは、国立研究開発法⼈科学技術振
興機構（JST）が主催し、全国の大学や公的研究機関等から創出された研究成果の社会
還元、技術移転を促進すること及び実用化に向けた産学連携等のマッチング支援を実施
することを目的とした展示会です。

今年度は事前選考により276件の大学等の研究・特許技術シーズが厳選され、各大学
研究室等がブースを展開しました。なお今回は2019年度開催以来、4年ぶりに対面での
開催となりました。

龍谷大学からは以下の研究シーズが採択され、展示を行いました。
◇ テーマ：「新積和回路を用いたニューロモーフィックシステム」
◇ 担当研究者：先端理工学部 電子情報通信課程 教授 木村 睦

展示会当日は、２日間で１万人を超える来場があり、４年ぶりの開催となった本展示
会の盛況ぶりが伺えました。また当日、龍谷大学ブースでは代表研究者である木村 睦
教授がシーズ内容をプレゼンし、企業様とのマッチングを図りました。開催後は、来場
いただいた企業様へのアプローチ等、産学連携を目指し、RECで開催する研究会イベン
トへの企画や新たな展示会へのエントリーに努めていきます。

■ イベントHP：https://www.jst.go.jp/tt/fair/entry.html

 10月11日(水)～12日(木) 第35回中信ビジネスフェア2023 出展
場所：京都府総合見本市会館（京都パルスプラザ）

 10月26日(木)～27日(金) 第13回おおた研究・開発フェア 出展
場所：コングレスクエア羽田／PiO PARK

https://www.jst.go.jp/tt/fair/entry.html
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